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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
イ ン バ ー タ 回 路 ６ ０ に お い て 、
電 圧 源 ６ ４ か ら の 電 圧 を 受 け 取 り 、 前 記 電 圧 を 前 記 回 路 へ 入 力 す る よ う に 構 成 さ れ た 入 力
部 （ ６ ２ ａ － ６ ２ ｄ ） と 、
前 記 入 力 部 か ら 前 記 入 力 電 圧 を 受 け 取 る よ う に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク （ ６
８ ， ７ ０ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク （ ６ ８ ， ７ ０ ） と 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ
ネ ッ ト ワ ー ク の 動 作 を 制 御 す る よ う に 設 計 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ ７ ２ と 、
前 記 ス イ ッ チ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク （ ６ ８ ， ７ ０ ） か ら 出 力 を 受 け 取 る よ う に 構 成 さ れ た 共 振
回 路 （ ７ ４ ， ７ ６ ） と 、
前 記 共 振 ス イ ッ チ ン グ 回 路 （ ７ ４ ， ７ ６ ） に 接 続 さ れ た 負 荷 接 続 点 （ ８ ０ ａ ， ８ ０ ｂ ） と
、
前 記 負 荷 接 続 点 に 接 続 さ れ て 回 路 動 作 中 に 可 変 静 電 容 量 を 与 え る 可 変 静 電 容 量 ネ ッ ト ワ ー
ク （ ８ ２ ， ８ ４ ， ８ ６ ） と 、
を 備 え る イ ン バ ー タ 回 路 ６ ０ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 可 変 静 電 容 量 ネ ッ ト ワ ー ク が 、 固 定 コ ン デ ン サ 値 を 有 す る 固 定 コ ン デ ン サ ８ ２ と 、 前
記 固 定 コ ン デ ン サ ８ ２ と 並 列 に 接 続 さ れ た 第 １ ダ イ オ ー ド ８ ６ と 、 前 記 第 １ ダ イ オ ー ド ８
６ と 直 列 に 接 続 さ れ た 第 ２ ダ イ オ ー ド ８ ４ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の イ
ン バ ー タ 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ス イ ッ チ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク が シ ン グ ル ト ラ ン ジ ス タ ス イ ッ チ で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の イ ン バ ー タ 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ス イ ッ チ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク が ハ ー フ ブ リ ッ ジ ト ラ ン ジ ス タ ネ ッ ト ワ ー ク で あ る こ と を



特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の イ ン バ ー タ 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 コ ン ト ロ ー ラ が 相 補 形 ペ ア ト ラ ン ジ ス タ ス イ ッ チ を 制 御 す る た め の 相 補 形 ペ ア コ ン ト
ロ ー ラ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の イ ン バ ー タ 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 可 変 静 電 容 量 ネ ッ ト ワ ー ク が 負 の フ ィ ー ド バ ッ ク 回 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の イ ン バ ー タ 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】

負 荷 に 直 列 に 接 続 さ れ る 、 固 定 の 静 電 容 量 値 を 有 す る 固 定 コ ン デ ン サ ８ ２

と 、
前 記 固 定 コ ン デ ン サ と 直 列 ／ 並 列 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 配 列 （ ８ ４ ， ８ ６ ） を 備 え 、
前 記 ス イ ッ チ ン グ 配 列 が 、

こ と を 特 徴
と す る 可 変 静 電 容 量 ネ ッ ト ワ ー ク 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ス イ ッ チ ン グ 配 列 が 、 前 記 固 定 コ ン デ ン サ に 並 列 に 接 続 さ れ た 第 １ ダ イ オ ー ド と 、

前 記 第 １ コ ン デ ン サ に 直 列 に 接 続 さ れ た 第 ２ ダ イ オ ー ド
と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 固 定 コ ン デ ン サ と ス イ ッ チ ン グ 配 列 が 負 の フ ィ ー ド バ ッ ク 回 路 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
イ ン バ ー タ 回 路 を 動 作 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
電 圧 源 ６ ４ か ら 入 力 部 （ ６ ２ ａ － ６ ２ ｄ ） へ 電 圧 を 供 給 す る 段 階 と 、
前 記 入 力 部 か ら ス イ ッ チ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク （ ６ ８ ， ７ ０ ） へ 入 力 電 圧 を 通 電 す る 段 階 と 、
所 定 電 圧 が 共 振 回 路 （ ７ ４ ， ７ ６ ） に 伝 送 さ れ る 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク の 動 作
を コ ン ト ロ ー ラ ７ ２ に よ っ て 制 御 す る 段 階 と 、
前 記 共 振 回 路 に 接 続 さ れ た 負 荷 ８ ０ に 負 荷 電 圧
を 与 え る 段 階 と 、
予 め 定 め ら れ た レ ベ ル で 前 記 の 電 圧 を ク ラ ン プ す る 段 階 と 、
を 含 み 、 前 記 ク ラ ン プ の 動 作 が 前 記 回 路 の 動 作 サ イ ク ル の 少 な く と も 一 部 分 の 間 、

、 前 記 ク ラ ン プ 作 用 の 動 作 に よ っ て 実 効 可 変 回 路 静 電 容 量 が 得
ら れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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等 価 コ ン デ ン サ 容 量 値 を 有 す る 可 変 静 電 容 量 ネ ッ ト ワ ー ク で あ っ て 、
で あ っ て 、 前 記

負 荷 の 第 ２ の 接 点 が 出 力 に 接 続 さ れ 前 記 負 荷 の 他 の 接 点 が バ ス に 接 続 さ れ て い る 、 前 記 固
定 コ ン デ ン サ ８ ２

前 記 第 １ の 接 続 点 に お い て 第 １ ま た は 第 ２ の 所 定 の 電 圧 が 存 在
す る 場 合 に 、 前 記 固 定 コ ン デ ン サ を バ イ パ ス し 、 前 記 固 定 コ ン デ ン サ が バ イ パ ス さ れ て い
る と き に 、 前 記 可 変 静 電 容 量 ネ ッ ト ワ ー ク の 等 価 コ ン デ ン サ 容 量 値 を 変 更 す る

前
記 第 １ の バ ス と 第 ２ の バ ス の 間 で

７

７

、 さ ら に 固 定 コ ン デ ン サ と 直 列 に 接 続 さ れ

固 定 コ ン デ ン サ の 両 端
前 記 固

定 コ ン デ ン サ を バ イ パ ス し
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